
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

           

  萩東中学校区家庭教育支援チーム   

    （呼称： ぎゅっと ） 

 URL： https://www.city.hagi.lg.jp/soshiki/18/ 

  

②活動拠点 萩市立萩東中学校 

③活動範囲 萩東中学校区（幼稚園・保育園・小学校・中学校） 

④組織体制 

 

 １０ 人 

 学校運営協議会委員（現・旧）、PTA 役員（現・旧） 

 助産師、主任児童委員 

 

⑤活動開始年度 平成 ３０ 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

萩市教育委員会 文化・生涯学習課 

（TEL） 0838-25-3511  （E-mail） shougai@city.hagi.lg.jp 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

☑保護者等への地域の居場所づくり 

☑アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    □自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☑その他（ 不登校生徒・児童との関わり  ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☑乳幼児 ☑小学生（低学年） ☑小学生（中学年） ☑小学生（高学年） 

☑中学生 □高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://www.city.hagi.lg.jp/soshiki/18/


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

①ぎゅっとサロンの開催 

萩東中学校区の課題の一つである「不登校生徒を減少させる」ため、 

登校しぶりや不登校の状況にある児童生徒を対象に、チーム員ととも 

に創作活動に取り組むことで、多様な世代の人と関わりをもち、学校 

復帰や地域との関わりへの足掛かりとする。なお、参加者については、 

対象児童生徒だけでなく、その保護者や地域住民等にも支援を拡充さ

せていきたい。 

②訪問事業 

教職員が行う家庭訪問に、学校の要請に応じて同行し、不安や悩みに 

耳を傾け、寄り添う。孤立している家庭等、支援が必要な家庭には、 

学校と役割分担をし、悩みの相談相手や適切な情報の提供などの活動 

を行っていく。 

③保護者カフェ・子育て講座の開催 

中学校で始めた「保護者カフェ」を接続する３つの小学校でも開催。 

また、就学時健康診断や入学説明会等の機会を活用した小・中学校の 

新１年生保護者を対象の子育て講座も実施している。 

④年５回の定期会議での情報交換・スキルアップ研修 

⑤県教育委員会主催の家庭教育アドバイザー養成講座・ステップアップ 

 講座等への参加による資質向上 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・ぎゅっとサロンについては継続的な取組を実践し、「次回も参加し 

たい」と参加者の満足度（肯定率）は非常に高く、チーム員のモチベ 

ーションにもつながっている。 

・訪問事業については、チーム員（代表）が中学校で実施される生徒 

 指導部会に参加し、意見を述べ、常に連携を図っている。 

・子育て講座でのアンケートを活用し、保護者のニーズの把握や内容 

の改善に努めている。 

・一人ひとりのチーム員の積極的な活動によって、家庭教育支援チー 

ムの認知度は確実に向上している。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☑文部科学省補助事業（事業名：地域における家庭教育支援基盤形成事業） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

□特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

□その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


